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岐
阜
県
本
巣
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根
尾
村
1

接
触
の
中
か
ら
真
宗
門
徒
の
宗
教
生
活
が
形
成
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
い
ま
、
近
年
報
告
さ
れ
た
三
つ
の
事
例
の
中

に
、
こ
の
こ
と
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
松
崎
憲
三
氏
は
、

「
お
内
仏
」

　

(仏
壇
)
祭
祀

・
巡
行
仏

・
年
中
行
事

・
葬

送
儀
礼
を
中
心
に
砺
波
市
大
門
を
事
例
と
し
て
報
告
さ
れ
た
。
真
宗
門
徒

の
生
活

は
、
。。
「
お
礼
を
と
げ
る
」
と
い
う
表
現
に
集
約
さ
れ
る
よ
う
に
仏
壇
祭
祀
を
中
心
に

結
束
し
て
お
り
、
強
固
な
同
族
結
合
は
認
め
ら
れ
な
い
が
報
恩
講
等
。の
諸
儀
礼
を
通

し
て
本
家

・
分
家
関
係
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
巡
行
仏
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
村
落
内
の
家
門
徒
は
結
び
つ
き
、
曹
洞
宗
檀
家
の
家
々
も
門
徒
側
に
引
き

寄
せ
ら
れ
て
社
会
秩
序
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
中
で
、
年
中
行
事
に
み

ら
れ
る
双
分
組
織
の
問
題
、
ま
た
墓
制
で
、
曹
洞
宗
檀
徒
が
石
塔
を
寺
院
に
持
つ
傾

向
が
あ
る
の
に
対
し
、
門
徒
は
屋
敷
地
か
共
同
墓
地
に
持
つ
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
の
は
注
目
さ
れ
る
。
石
川
純

一
郎
氏
は
、
民
俗
生
活
に
強
力
な
規
制
と
影
響
を
及

六
九

こ
れ
ま
で

「
真
宗
と
民
俗
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
真
宗
地
域
の
民
俗
調
査
が
な
さ

れ
な
か

っ
た
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
低
調
で
あ

っ
た
の
は
、

や
は
り

「
門
徒
も
の
知
ら
ず
」
に
代
表
さ
れ
る
真
宗
信
仰
の
民
俗
否
定
、
そ
し
て
門

徒
村
落
の
民
俗
信
仰
不
毛
と
い
う
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ

が
、
最
近
に
な

っ
て
、
改
め
て
こ
の
問
題
が
論
議
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
時

の
問
題
点
の
所
在
と
し
て
は
、
浄
土
真
宗
の
教
団

・
教
義
か
ら
す
れ
ば
現
代
で
も
民

俗
信
仰
に
対
し
て
否
定
的
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
門
徒
村
落
に
も
民

俗
は
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
、
た
だ
民
俗
の
あ
り
方

(民
俗
相
)
が
異
な

っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
教
義
的
に
は
民
俗
否
定
で
あ

っ

て
も
否
定
で
き
得
な
か
っ
た
在
来
信
仰
は
何
か
。
ま
た
、
民
俗
信
仰
と
真
宗
信
仰
の

能
郷
の
民
俗
と
真
宗
門
徒

は

じ

め

に



俗
相
を
調
査
さ
れ
畑
・
具
体
的
に
は
、
村
落
の
祭
礼
行
事

・
寺
を
中
心
と
し
た
門
徒

の
宗
教
行
事

・
歳
一時
習
俗
の
項
目
か
ら
、
衣
食
住

・
年
中
行
事

・
講
な
ど
は
他
の
村

落
行
事
と
変
る
と
こ
ろ
が
な
い
が
、
山
の
神
信
仰
の
稀
薄
性
と
小
正
月
の
予
祝
儀
礼

や
仲
秋
の
十
五
夜
な
ど
収
穫
儀
礼
が
脱
落
し
て
い
て
歳
時
習
俗
が
簡
略
化
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。
し
か
し
、
農
閑
期
と
盆
に
集
中
し
た
宗
教
行
事
が
多
く
、
寺
の
宗
教
行

事
の
中
に
は
初
午
講
と
か
二
百
十
日
の
御
講
と
い
う
生
産
儀
礼
と
結
び
つ
く
も
の
が

あ
っ
て
、
真
宗
の

「
在
来
習
俗

へ
の
歩
み
寄
り
と
い
う
宗
教
現
象
」
が
み
ら
れ
る
と

し
て
い
る
。

一
方
、
志
水
宏
行
氏
は
、
滋
賀
県
神
崎
郡
能
登
川
町
北
地
区
の
福
堂

・

栗
見
出
在
家
や
彦
根
市
稲
枝
西
地
区
新
海
で
行
な
わ
れ
て
い
る

「
ぼ
ん
な
り
」
と
い

う
宗
教
慣
行
を

「
真
宗
の
習
俗
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。

「
ぼ
ん
な
り
」
と
は

「
ぼ

ん
さ
ん
な
り
」
の
意
味
で
、
七
十
才
以
上
に
な
る
と
家
庭
を
息
子
達
に
委
ね
、
自
ら

は
手
次
寺
で
剃
髪
を
し
て
念
仏
者
の
生
活
に
入
る
儀
式
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
も

「
ぼ
ん
な
り
」
を
支
え
る
要
因
と
し
て
寺
院
を
中
心
と
す
る
宗
教
行
事
の
多
さ
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
年
齢
階
梯
制
や
人
生
通
過
儀
礼
と
の
関
連
か
ら
興
味
あ
る
事
例

と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
本
稿
で
は
こ
う
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
立
場
か
ら
真
宗
と
民
俗
の
問

題
を
考
え
て
い
く

一
つ
の
事
例
と
し
て
、
根
尾
村
能
郷
地
区
の
場
合
を
と
り
上
げ
て

み
る
。
特
に
、
白
山
信
仰
と
の
関
係
か
ら
神
社
祭
祀
組
織
、
真
宗
門
徒
と
禅
宗
檀
家

に
よ
る
年
中
行
事
の
差
違
、
ま
た
単
墓
制

・
両
墓
制
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
葬
送

・

同
朋
学
は
俳
談
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
入
合
許
号

ぼ
す
浄
土
真
宗
の
よ
う
な
普
遍
宗
教
は
風
土
と
の
結
び
つ
き
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る

　　

墓
制
と
い
ウ
た
項
目
を
中
今
に
検
討
し
報
告
し
て
み
た
い
。

が
果
し
て
そ
の
通
り
か
、
と
い
う

「
風
土
と
民
俗
」
の
視
角
か
ら
飛
騨
白
川
郷
の
民

七
〇

能
郷
地
区
は
、
福
井
県
と
の
境
に
聳
え
る
能
郷
白
山

(
二
(
I
七
)
の
東
南
方
に

あ

っ
て
、
能
郷
谷
と
根
尾
西
谷
の
合
流
地
点
に
集
落
を
形
成
し
て
い
る
。
戸
数
は
昭

和
五
十
九
年
十

一
月
現
在
で
四
十
四
戸
で
あ
る
が
、
明
治
十
四
年
の

『
町
村
略
志
』

に
よ
れ
ば
明
治
十
二
年
に
四
十
三
戸
と
あ
る
。
そ
の
後
、
昭
和
四
十
年
に
五
十
五
戸

と
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
大
き
な
戸
数
変
動
は
な
い
。
向
地
区
は
、
江

戸
時
代
に
は
美
濃
国
大
野
郡
に
属
し
旗
本
徳
山
氏
の
知
行
地
で
あ
っ
て
、
明
治
二
十

二
年
に
西
根
尾
村
と
な
っ
たヽ
。
生
業
は
、
近
世
に
は
紙
す
き

・
養
蚕

・
段
木
が
主
産

業
で
あ

っ
た
。
耕
地
等
の
面
積
は
、
同
じ
く

『
町
村
略
志
』
に
よ
れ
ば
水
田
が
十
町

五
反
五
畝
八
歩
、
畑
が
十
三
町
三
畝
十
八
歩
で
畑
地
が
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
山
畑
で
山
小
屋
に
泊
り
込
ん
だ
り
し
て
耕
作
さ
れ
た
と
い
う
。
主
食
は
黍

・
粟

・

稗
で
、
大
麦

・
小
麦

・
大
豆

・
麻

・
格

・
タ
バ
コ
な
ど
も
作
ら
れ
た
。
現
在
は
河
川

敷
に
水
田
が
作
ら
れ
て
い
る
。

村
落
組
織
を
み
て
み
る
と
、
大
き
く
上
原

・
西
村

・
下

(
ク
ダ
リ
)
の
三
つ
に
分

か
れ
、
ク
ダ
リ
は
さ
ら
に
椿
洞

(
ツ
バ
キ
ポ
ラ
)

　

・
松
原

・
名
草
の
三
組
に
な

っ
て

い
る

(図
1
参
照
)。

こ
れ
は
戦
時
中
の
隣
保
組
織
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
名
称

は
昔
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
気
付
く
こ
と
は
、

「
上
」

　

「
西
」

　

「
下
」

の

よ
う
に
地
名
が
白
山
神
社
を
中
心
に
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は

屋
号

四

能
郷
の
概
況



上原 ゝ
l l l

2

ヤ

A
能
郷
の
民
俗
と
真
宗
門
徒

根
尾
西
谷
川

西村

下( クダリ)
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乙
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Jj 上原旧墓地(サンバラ)

£ サンマイ(共同埋め墓)

f ラン トバ(禅宗詣り墓)
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宝匿印塔
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& ひぜんの森小祠

ム 馬頭観音堂

且 石仏地蔵

美山町

黒津
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朋
学
園
佛
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文
化
研
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所
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要
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七

・
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併
号

19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 畜
号

江

尻

安

蔵

志

摩

英

一

羽

田

利

之

浅

野

武

夫

羽

田

一

郎

羽

田

藤

夫

羽

田

義

盛

羽

田

義

正

羽

田

新

作

羽

田

秀

子

碧
尻

ら

晋

一

一

一

住

井

寛

碧
尻

庄

-

若
尻

義

一

中

洞

信

夫

住

井

博

道

中

洞

唯

道

羽

田

政

明

羽

田

嘉
男

世

帯

主

名

ヒ

ガ

S/

二

ン

フ

サ

カ
モ

ト

キ

ド

グ
チ

屋

号

狂

言

方

能

方

能

方

能

方

能

方

能

方

能

方

狂

言

方

狂

言

方

狂

言

方

能
方

狂
言
方

永

寿

寺

専

念

寺

夕 夕 夕 々

増

徳

寺

汐 ク

永

寿

寺

汐

円

勝

寺

汐

酉

福

寺

夕 夕

円

勝

寺

々

永

寿

寺

檀
那

孚
き
寺

真
宗

大

谷
派

真
宗
誠
照
寺
派

々 々 夕 夕

曹

洞

宗

夕 夕

真
宗

大

谷

派

汐

真
宗
本
願
寺
派

夕

真
宗
誠
照
寺
派

夕 夕

真
宗
本
願
寺
派

夕

真
宗

大

谷

派

宗

派

@
の

ア

ラ

ヤ

⑩
の

?7
フ

ヤ

本

分
家
関
係

夕

単
墓
制

夕 夕 夕 夕

両
墓
制

夕 汐 夕 夕 夕 夕 夕 ク 夕 汐 々

単
墓
制

墓

制

長
太
夫

円
勝
寺
の

道
場

紋

瓦
が

讐
の

師

男
Z
ぷ

西
福
寺
の

道
場

鼓
役
で

あ
っ

た
と

い

う

備

考

表
I

　

家

　

屋

　

一

　

覧



40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20

溝

尻

政

利

松

葉

繁

松

須

渕

義

弘

須

渕

さ
か

え

志

摩

清

数

松

柴

一

義

溝

尻

清

治

江

尻

鉄

雄

溝

尻

卓

一

一

一

葉
名
尻

尚

溝

尻

の

し

え

松

葉

初

男

日
下
部

は

す
ゑ

松

葉

八

郎

住

井

琴

明

松

葉

た
か

の

加

藤

わ

か

浅

野

武

治

羽

田

信

行

江

尻

忠

則

松

葉

隆

義

ミ

ナ

ミ

ノゝ

ネ

タ

マ

セ

グ
チ

狂

言

方

能

方

狂

言

方

狂

言

方

能

方

増

徳

寺

夕 夕

永

寿

寺

夕

専

念

寺

増

徳

寺

永

が

寺

増

徳

寺

永

寿

寺

増

徳

寺

夕 夕

永

寿

寺

円

勝

寺

専

念

寺

永

寿

寺

増

徳

寺

夕 ク 々

曹

洞

宗

夕 夕

真
宗

大

谷
派

夕

真
宗
誠
照
寺
派

曹

洞

宗

真

宗

大

谷

派

曹

洞

宗

真
宗

大

谷

派

曹

洞

宗

夕 夕

真
宗

大

谷

派

真
宗
本
願
寺
派

真
宗
誠
照
寺
派

真
宗

大

谷
派

曹

洞

宗

々 々 夕

○
の

ア

ラ

ヤ

⑩
の

ア

ヲ

ヤ

ア

ラ

ヤ

⑥
の

ア

ラ

ヤ

ア

ヲ

ヤ

⑩
の

ア

ワ

ヤ

⑩
の

ア

ヲ

ヤ

両
墓
制

夕 夕 夕 夕

単
墓
制

両
墓
制

単
墓
制

両
墓
制

単
墓
制

両
墓
制

夕 夕 汐 汐 々

単
墓
制

両
墓
制

夕 夕 夕

孫

太

夫

小
鼓
役
と

い

う

道

場

専
念
寺
の

家
道
場

能
郷
の
民
俗
と
真
宗
門
徒

七
三



永

寿

寺

木

　

村

　

浩

　

一

須

　

渕

　

政

　

一

加

藤

仁
右
工
門

住

　

井

　

博

　

明

羽

　

田

　

茂

　

和

4243

々

41

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
八
合
併
号

七
四

単
墓
制I‐-111

両
墓
制

専

念

寺

真
宗
誠
照
寺
派

真

宗

大

谷
派

真
宗
本
願
寺
派

曹

　

洞

　

宗

円

勝

寺

(表
I
)
に
も
、
”
「
サ
カ
モ
ト
」

　

「
ニ
ビ
フ
」

　

(
ニ
ジ

ウ

ラ
)

　

「
ヒ
ガ

ジ
」

　

「
ミ

ナ

ミ
」

　

「
ニ
ジ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
同
じ
屋
号
の
中
で
、
神
社
を
中
心
と
し

た
方
位
と
関
係
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
昔
上
原
に
殿
様
屋
敷
が
あ

っ
て
、
木

戸
の
あ

っ
’た
と
こ
ろ
が

「
キ
ド
グ
チ
」
、
殿
様
の
馬
を

か
っ
て
い
た
馬
屋
の
入
口
が

「
マ
セ
グ
チ
」
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
る
。

、寺
檀
関
係
は
、
永
寿
寺

(真
宗
大
谷
派
・
大
垣
市
多
芸
島
)
門
徒
二
土
戸
・
増
徳

寺

(曹
洞
宗

・
揖
斐
郡
徳
山
村
)
敏
家
十

二
戸
・
円
5　
寺

(真
宗
本
願
寺
派

・
本
巣

町
金
原
)
門
徒
七
戸

・
専
念
寺

(真
宗
誠
照
寺
派

・
根
尾
村
東
板
屋
)
門
徒
五
戸

・

西
福
寺

(真
宗
誠
照
寺
派

・
福
井
県
鯖
江
市
本
町
)
門
徒
二
戸
と
な

っ
て
い
る
。
真

宗
内
の
三
派
を
合
わ
せ
る
と
、
真
宗
門
徒
三
十
四
戸

・
禅
宗
檀
家
十

一
戸
と
な
っ
て

い
た
。
い
ず
れ
も
能
郷
以
外
の
寺
院
と
寺
檀
関
係
を
結
ん
で
い
て
、
村
内
に
は
寺
院

は
な
い
。
し
か
し
、
日
下
部
は
す
ゑ
宅

(家
番
号
⑩
)
が
永
寿
寺
所
管
の
道
場
、
葉

名
尻
喜
三
宅

(⑨
)
が
円
6　
寺
の
家
道
場
、
松
葉
た
か
の
宅

(⑩
)
が
専
念
寺
の
・家

道
場
、
葉
名
尻
義

一
宅

(④
)
が
西
福
寺
の
家
道
場
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
’中
、
日

下
部
宅
の
道
場
は
ム
ーフ
全
体
の
能
郷
道
場
と
し
て
の
性
格
を
持

つヽ
て
い
た
。
こ
れ
に

対
し
他
の
家
道
場
は
、
特
別
な
宗
教
施
設
は
な
い
が
毎
年
の
誠
照
寺
派
本
山
か
ら
の

夏
回
り
、
ま
た
手
次
寺
院
巡
回
の
際
の

「宿
」
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
道

場
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
述
べ
て
み
た
い
。

二

　

白
山
神
社
と
真
宗

m

　

白
山
神
社
と
能

・
狂
言

白
山
神
社
は
、
毎ヽ
年
四
月
十
三
日

(も
と
は
三
月
十
二
日
)
拝
殿
前
で
演
ぜ
ら
れ

る
古
風
な
能

・
狂
言
で
有
名
で
あ
る
。
昭
和
五
十

一
年
に
は
、
国
重
要
無
形
民
俗
文

さ
て
、
い
よ
い
よ
能
郷
に
お
け
る
真
宗
と
民
俗
の
関
係
に
つ
い
て
具
体
的
に
み
て

み
よ
う
。
真
宗
は
在
来
信
仰
に
対
し
て
否
定
的
で
あ
り
、
神
祇
不
拝
の
思
想
も
強
い

と
い
わ
れ
る
が
、
能
郷
の
真
宗
門
徒
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
た
か
。
こ
の
こ
と

を
村
の
中
心
で
あ
る
白
山
神
社
の
祭
祀
組
織
を
通
し
て
探
っ
て
・み
た
い
が
、
与
の
前

に
、
能
郷
白
山
神
社
と
能

・
狂
言
に
つ
い
て
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

一

一

ン

甚
太
夫

・
現
在
他
出
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能
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徳
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・

化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

い
塞
、
昭
和
五
十
九
年
度
の
演
目
を
み
て
み
・る
と
、
①
露

払
・
翁
・
三
番
叟
②
百
姓
狂
言

(加
賀
越
前
)
③
難
波
④
二
人
失
名
④
屋
島
④
恵
比

1　

・
毘
沙
門
⑦
羅
生
門
で
あ
る
。
猿
楽
殿
と
も
よ
ぱ
れ
た
舞
台
は
、
当
日
・の
朝

つ
く

ら
れ
る
。
正
面
の
柱
に
は
御
幣
が
付
け
ら
れ
て
い
て
、
囃
方
の
後
ろ
に
は

「
文
化
四

歳
研
三
月
吉
日
」
と
書
か
れ
た
幕
が
引
か
れ
、
さ
ら
に
そ
の
背
後
が
楽
屋
に
な
っ
て

い
た
。
昭
和
四
十
三
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
向

っ
て
左
か
ら
謡
二
名

・
鼓

二
名

・
笛

一
名
が
坐
る
。
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。
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世
に
お
け
る
領
主
で
あ
り
外
護
者
で
あ

っ
た
徳
山
城
主
徳
山
五
兵
衛
ド
ン
ヘ
の
御
祈

祷
舞
、
当
地
の
能

・
狂
言
再
発
見
者
で
あ
る
猪
熊
氏

へ
の
御
祈
祷
舞
、
そ
し
て

一
般

祝
儀
者
へ
の
御
祈
祷
舞
が
奉
納
さ
れ
る
。
能
は
、
全
体
と
し
て
極
端
に
勁
声
が
少
な

い
。
時
折
、
体
を
左
右
に
振
っ
て
激
し
く
床
を
打
つ
足
踏
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
謡

の
台
本
は
、
大
’正
二
年
ま
で
は
口
伝
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
が
、
現
在
は
観
世
の
も
の

を
使
用
し
て
い
‘る
。

と
こ
ろ
で
、
い
つ
頃
か
ら
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
能

・
狂
言
が
こ
の
能
郷
白
山

神
社
に
定
着
し
、
今
日
ま
で
伝
承
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
能
郷

と
白
山
神
社
の
歴
史
で
も
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
先
考
え
よ
う
と
す
る
真
宗
門
徒

と
民
俗
に
関
わ
る
重
要
な
点
で
あ
る
。

白
山
神
社
に
つ
い
て

『
美
濃
明
細
記
』
に
は
、

熊
野
白
山
権
現

　　

大
野
郡
能
郷
村

　

伊
弊
冊
尊
。

養
老
元
年
鎮
座
、
泰
朝
犬
師
祭
‘
之
、
本
社
。越
前
境
能
郷
山
洛
有
二御
旅
社
{

有
二能
郷
邑
除
地
(御
旅
社
‘地
也
、
本
社
員
二御
旅
社
一道
程
八
里
許
也
、
三
月

十
二
日
於
二
御
旅
社
祭
一能
あ
り
、
神
輿
三
、
岐
價
、
高
品
、
徳
山
迄
之
惣
社

也
、
祭
用
。勤
‘也
、
能
郷
或
作
二納
郷
{
社
領
御
除
地
六
石
二
斗
七
升
五
合
。

と
あ
る
。

『新
撰
美
濃
志
』
も
同
様
の
内
容
を
記
し
て
、

「
謡
曲
の
能
は
む
か
し
よ

り
の
傅
来
あ
り
て
、
農
人
其
わ
ざ
を
よ
く
す
、
村
の
名
も
そ
れ
に
よ
れ
り
と
ぞ
。
こ

X
よ
り
遠
か
ら
ぬ
越
前
の
丹
生
郡
田
中
村
に
も
む
か
し
よ
り
幸
若
の
音
曲
を
傅

へ
た

る
如
く
、

か
X
る
奥
山
の
里
に

いヽ
に
し

へ
ぶ
り
の
伎
襲
の

の
こ
り
た
る
は

い
と
め

で
た
き
事
な
り
か
し
」
と
付
け
加
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
能
郷
白
山
は
養
老
元

七
五

祭
礼
は
午
後
一
時
頃
か
ら
妙
ま
る
が
、
①
露
払
・
翁
・
三
番
叟
ま
で
は
地
霊
を
呼

び
さ
ま
す
意
味
の
も
の
で
、
こ
れ
以
後
か
ら
能

・
狂
言
が
始
ま
る
の
だ
と
い
う
。
ま

た
、
⑦
羅
生
門
は
必
ず
最
後
の
演
目
で
、
悪
魔
払
の
意
味
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。

翁
に
は
祈
祷
舞
が
あ
る
。
最
初
に
天
下
泰
平

・
五
穀
成
就
の
御
祈
祷
舞
、
続
い
て
近

能
郷
の
民
俗
と
真
宗
門
徒

翁



同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
八
合
併
号

年
僧
泰
澄
法
師
の
開
創
伝
承
を
も
ち
、
御
旅
所
の
白
山
神
社
は
岐
鐙
・
高
科

(高

品
)
・
徳
山
等
の
惣
社
と
し
て
、
近
世
を
通
じ
て
例
祭
に
は
社
前
に
三
地
の
御
輿
が

集
ま
り
、
祭
礼
能
が
催
さ
れ
た
‘の
で
あ

っ
た
。
泰
澄
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、

現
在
、
神
社
に
は
紺
紙
金
泥
金
光
明
最
勝
王
経

一
巻

・
同
法
華
経
二
巻
~
八
巻

・
聖ヽ

観
音
坐
像

(木
造
採
色

・
像
高
一五
十
五
糎
)

　

・
十

一
面
観
音
坐
像

(木
造
採
色

・
像

高
六
十
糎
)

　

・
建
武
二
年
墨
書
銘
の
懸
仏
な
ど
平
安

・
鎌
倉
期
ま
で
遡
る
こ
と
の
で

き
る
遺
物
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
文
明
十
二
年
主
月
子
二
日
銘
の
梵
鐘
に
は

「右

美
濃
国
大
野
郡
木
徽
庄
長
岡
郷
納
郷
賀
賓
推
鐘
」
、

明
応
五
年
九
月
吉
日
右
近
兵
衛

奉
納
の
鰐
口
に
は

「
奉
鋳
鰐
口

　

大
野
郡
納
郷
権
現
口
」
、
元
和
九
年
三
月
十
二
日

銘
鰐
口
に
は

「
白
山
妙
理
大
権
現
」

「
濃
州
大
野
郡
納
郷
」
と
あ
っ
て
、
。納
郷

(能

郷
)
の
地
名
と
と
も
にヽ
能
郷
白
山

(権
現
山
と
も
’呼
ば
れ
る
)
が
白
山
信
仰
下
に
あ

っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
恥
。

一
方
、
白
山
神
社
の
禰
宜
を
代
々
世
襲
し
た
溝
尻
清
治
家

(家
番
号
O
)
に
は
、

中
世
か
ら
近
世
末
に
か
け
て
の
古
文
書
が
多
数
伝
来
さ
れ
て
い
る
。

「
白
山
社
僧
山

の
帳
」
(明
応
九
年

・
一
五
九
八
)
・
「
間
狂
言
間
語
」
(慶
長
三
年

・
一
五
九
八
)
・

「
白
山
領
御
縄
打
水
帳
」

　

(慶
長
十
四
年

・
一
六
〇
九
)

　

・
「
白
山
社
僧
山
の
帳
」

(明
暦
二
年
。・
一
六
五
六
)

　

・
「潰
事
御
祓
」

　

(・元
文
六
年

・
一
七
四

一
)

　

・
「
神

祇
敬
式
全
」

　

(寛
延
四
年

・
一
七
五

一
)

　

・
「
御
た
け
白
山
御
宮
之
事
」

　

(明
和
二

年

・
一
七
六
五
)

　

・
「
白
山
社
修
覆
奉
加
牒
」

　

(寛
政
五
年

・
一
七
九
三
)

　

・
「
神

輿
奉
加
帳
」

　

(寫
政
十
一
年
・
一
七
九
九
)
・
「神
事
節
居
席
改
帳
」

　

(天
保
十
三

年

・
一
八
四
二
)
・
「祈
雨
祝
詞

(嘉
永
六
年

・
一
八
五
三
)
等
が
あ
っ
た
。
ま
た

一

　　

一
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。
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一

　

I

七
六

版
木
と
と
も
に

「
白
山
瀧
賓
印
」
の
牛
王
紙
、

「白
山
皇
正
一
位
花
長
神
社
」
と
書

か
れ
た
短
冊
、

「
美
濃
国
大
野
郡
能
郷
溝
尻
系

　

盛
利
和
」
も
存
在
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
白
山
神
社
と
能

・
狂
言
に
関
す
る
歴
史
的
資
料
は
比
較
的
恵
ま
れ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
の
中
で
、
沼
賢
亮
氏
は
次

圓

の
様
に
推
定
し
て
み
え
る
。
明
応
九
年
の

「
白
山
社
僧
山
の
帳
」
に

「
千
年
丿
白
山

神
僧
や
ま
に
あ
い
含
は
り
申
處
神
正
也
」
と
あ
っ
て
、
社
僧

・
神
僧

・
供
僧
な
ど
と

み
え
る
宗
教
者
は
山
伏
で
あ
り
、
加
賀

・
越
前
にヽ
お
け
る
白
山
勢
力
が
大
き
く
後
退

し
た
文
明
年
間
以
降
、
明
応
年
間
頃
臨
そ
れ
ま
で
白
山
神
に
奉
仕
し
て
い
た
加
賀
馬

場
の
宗
教
者
が
こ
の
納
郷
に
定
着
し
て
能

・
狂
言
を
伝
え
た
の
で
は
な
い
か
、
と
し

て
い
る
。
溝
尻
家
文
書
の
中
に
各
種
祓
の

「
月
祓
日
祓
」
、
ま
た
神
降
し
や
観
音
秘

鍵
の
丙
容
を
も
つ
「諸
事
御
祓
」
な
ど
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
能
郷
白
山
神
社
に
奉

仕
し
た
宗
教
者
の
前
身
が
修
験
道
を
奉
ず
る
山
伏
で
あ

っ
。た
こ
と
を
物
語
り
、
近
世

に
は
そ
の
出
自
を
忘
れ
て
神
道
化
し
た
と
い
う
。

②

　

祭
杷
組
織
と
宗
派
の
関
係

ご
れ
ま
で
、
能
郷
白
山
神
社
と
能

・
狂
言
に
つ
’い
て
の
・関
係
資
料
を
概
略
み
て
き

た
。
能
郷
は
、
少
な
く
と
も
近
世
以
前
に
成
立
し
た
村
落
で
あ
り
、
中
世
、
白
山
信

仰
を
奉
じ
た
修
験
山
伏
の
定
着
が
推
定
で
弐
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
の
能
郷
は
宗
派

的
に
は
禅
宗
十

二
戸
・
真
宗
三
十
四
戸
と
た

っ
て
い
る
。
神
社
祭
礼
に
演
ぜ
ら
れ
る

能

・
狂
言
と
い
y
良
俗
芸
能
が
十
五
世
紀
以
来
の
も
の
と
9　
れ
ば
、
・そ
れ
は
ど
の
よ

う
に
し
て
今
日
ま
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
真
宗
門
徒
も
、
こ
の
芸
濃
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フ

エ

ツ

レ

ツ

マ

ミ

フ

エ

万
作

弐
人

大
庄

小
吉

同
断

同
断

新
平

同
断

左三 有
工郎
門

笛

　　

羽
田
金
作

二
、
狂
言
に
て
は

羽
田
新
助

・
松
葉
庄
五
郎

・
松
葉

一
太
郎

・
葉
名
尻
逸
太
郎

・
葉
名
尻
紋

吉

・
羽
田
勘
助

と
あ
っ
て
、
十
三
名
の
伝
承
者
を
記
し
て
い
た
。
溝
尻
家
文
書
で
、
天
保
十
三
年
に

徳
山
御
陣
屋
へ
差
出
し
た

「
神
事
之
節
居
席
改
ら
」
に
は
、

三
月
十
二
日
夜
能
之
次
第

一
神
翁
懸
三
番
双

　

翁
;

　　

新
平

千
歳

　　　

孫
太
夫

と
白
山
神
社
奉
仕
に
参
加
し
て
き
た
0　
で
あ
ろ
う
七

白
山
神
社
の
祭
礼
は
、
十
年
程
前
か
ら
能
郷
地
区
全
体
の
祭
礼
と
な
り
保
存
会
も

結
成
さ
れ
た
が
、

そ
れ
ま
で
は
能
方
十
軒

・
狂
言
方
六
軒
と

い
わ
れ
て
、

ジ
テ
の

家

・
ワ
キ
の
家

・
狂
言
の
家

・
笛
の
家
な
ど
と
世
襲
的
に
代
々
伝
え
ら
れ
て
き
た
と

い
う
。
能
株

・
狂
言
株
と
も
い
わ
れ
た
。
先
代
保
存
会
々
長
で
あ

っ
た
故
松
葉
庄
五

郎
氏
は
、
能
方
の
羽
田
家

(⑥
)
に
生
ま
れ
て
狂
言
方
の
松
葉
家

(◎
)
へ
養
子
し

た
た
め
、
能
と
狂
言
に
通
じ
た
人
で
あ

っ
た
。
反
対
に
、
狂
言
方
の
家
か
ら
能
方
の

家
へ
養
子
す
れ
ば
能
を
演
じ
る
こ
と
に
な
り
、
全
く
関
係
な
い
他
家
か
ら
能
方

・
狂

言
方
の
家
に
入
れ
ば
そ
の
家
の
役
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
能
方
に
は
白

山
神
社
の
三
社
人
で
あ

っ
た
溝
尻
孫
太
夫

(⑩
)

　

・
羽
田
長
太
夫

(⑩
)

・
羽
田
甚

太
夫

(㈲
)
の
子
孫
の
家
が
あ

っ
て
、
昭
和
十
年
頃
ま
で
孫
太
夫
は
難
波

・
長
太
夫

　　　

一
は
ん
能
高
砂

は
翁

・
甚
太
夫
は
高
砂
と
役
が
決

っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
能
方
十
軒

・
狂
言
方
六
軒
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
現
在
ど
の
家
が
世

襲
的
に
能

・
狂
言
を
伝
承
し
て
き
た
家
な
の
か
聞
き
取
り
調
査
を
し
て
も
判
然
と
わ

　　　

二
は
ん
能
八
嶋

か
ら
な
い
。
沼
氏
は
羽
田
八
軒

・
葉
名
尻

・
松
葉

・
浅
野
各
二
軒

・
志
摩

・
溝
尻
各

一
軒
ず
つ
計

一
六
軒
と
さ
れ
て
い
恥
O

　

『本
巣
郡
志
』

　

(昭
和
十
二
年
)
に
は
演
舞

三
番
双

　　

庄
三
郎

ジ

テ

　

新
平

ワ
キ

　

弥
藤
次

;
び

尾
左
三
郎

シ

テ

　

孫
太
夫

ツ

レ

　

尾
左

ワ
キ

　

弥
藤
次

ジ

テ

　

万
作

ツ

.I

ミ

フ

エ

ツ

ヾ

ミ

与
平

弥
藤
次

四
は
ん
能

七
七

フ

エ

　　

同
断

三
は
ん
能

者
と
し
て
、

一
、
能
に
て
は

羽
田
常
太
郎

・
溝
尻
保

・
溝
尻
勘

一
・
羽
田
金
作

・
加
藤
崎
太
郎

太
鼓

　

浅
野
八
衛
門

小
鼓

　

葉
名
尻
毘
(八

能
郷
の
民
俗
と
真
宗
門
徒

ワ
キ

百
萬

　　

子ジ

テ

ツ

レ

新
左
ヱ
門



三
郎
右
ヱ
門

平
三
郎

尾
左

放
加
僧

五
は
ん
能

渡
漫

同
断

同
断

同
断

七
八

野
二
・
志
摩

一
で
あ
る
が
、
志
摩
家
は
新
し
く
能
方
に
加
わ

っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。
従

っ
て
、
昔
か
ら
の
能
方
は
溝
尻

・
羽
田

・
浅
野
姓
め
家
で
、
羽
由
義
正
家

(⑩
)
以
外
は
増
徳
寺
檀
家
・の
禅
宗
で
あ

っ
た
。
狂
言
方
を
み
る
と
、
羽
田

一
・
松

葉
三
・
葉
名
尻
二
・
江
尻

一
で
全
て
真
宗
門
徒
で
あ
っ
た
。
白
山
神
社
の
三
社
人
で

あ

っ
た
孫
太
夫

・
長
太
夫

・
甚
太
夫
と
い
わ
れ
る
三
太
夫
の
家
は
、
い
ず
れ
も
能
方

に
し
て
禅
宗
と
な
・つ
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
明
応
年
間
に
白
山
神
を
奉
じ
て

定
着
し
た
と
み
ら
れ
る
修
験
山
伏
の
確
定
で
き
る
家
筋
は
溝
尻

・
羽
田

・
浅
野
姓
の

家
で
あ

っ
て
、
近
世
に
な
る
と
増
徳
寺
の
禅
宗
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
溝
尻

孫
太
夫
の
子
孫
で
あ
る
溝
尻
清
治
家
は
溝
尻
姓
の
本
家
で
あ
る
が
、
分
家
を
輩
出
す

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七
・
八
合
併
号

姓 数 檀那寺 数 能　 方 狂言方

溝 尻 4 増徳寺 4 ⑩

羽　 田 11 増徳寺 5
⑩ ⑥ ⑥
卯

永寿寺 6 ⑩ ⑨

浅　 野 2 増徳寺 2 ⑩ ⑩

松　 葉 6 永寿寺 4 ○ ⑩

専念寺 2 ◎

葉名尻 4 西福寺 2 ⑦

永寿寺 1

円勝寺 1 ⑨

志 摩 2 専念寺 2 ⑥

江 尻 3 永寿寺 3 ⑩

住　 井 4 円勝寺 4

中　 洞 2 円勝寺 2

須　 渕 3 永寿寺 3

加　 藤 2 永寿寺 2

木　 村 1 専念寺 1

日下部 1 永寿寺 1

表1　 能方 ・狂言方の姓別 ・宗派別

と
あ
っ
て
、
十

一
名
が
ジ
テ
役

・
ワ
キ
役

・
笛
役

・
鼓
役
を
交
代
し
な
が
ら
演
じ
て

い
る
。
果
し
て
、
能
方
十
軒
・
狂
言
方
六
軒
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
固
定
化
し
、
役
ま

で
も
世
襲
化
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろヽ
う
か
。
そ
こ
で
改
め
て
、
現
在
の
伝

承
の
中
で
能
方

・
狂
言
方
の
家
で
あ
っ
た
と
す
る
も
の
を
姓
別

・
宗
派
別
に
分
け
て

整
理
し
て
み
る
と
、
表
―

の
よ
う
に
な

っ
た
。
能
方
は
、

溝
尻

一
・
羽
田
五

・
浅

ワ
キ

ジ

テ
ワ
キ

ツ

ヽ
ミ

フ

ェ

ツ

ヾ

ミ



旧
暦
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
次
第
に
新
暦

へ
と
変
わ

っ
た
が
、
中
に
は
最

近
ま
で
依
然
と
し
て
旧
暦
で
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
も
あ
る
。
行
事

一
覧
表
を
み
て

み
る
と
、
年
間
を
通
じ
て
の
行
事
内
容
は

一
般
的
な
村
の
場
合
と
さ
し
て
変
わ
っ
て

い
な
い
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
共
通
行
事
の
中
に
は
脱
落
も
し
く
は
稀
薄
化
し
た

も
の
も
あ
り
、
禅
宗
檀
家
と
真
宗
門
徒
の
対
比
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
盆
前
に

禅
宗
檀
家
の
み
行
な

っ
て
門
徒
の
家
で
は
し
な
い
と
さ
れ
る
行
事
の
あ
る
こ
と
が
着

目
さ
れ
る
。

ま
た
、
盆
以
後
は
講
行
事
を
中
心
と
し
て
そ
の
違
い
が
表
わ
れ
て
く

る
。
以
下
、
補
足
説
明
を
し
な
が
ら
述
べ
て
み
よ
う
。

正
月
行
事
は
、
初
水
汲
み
か
ら
年
頭

・
仕
事
始
め

・
七
日
・正
月

・
小
正
月
と
行
な

わ
れ
て
い
る
が
、
積
雪
も
か
な
り
あ
っ
て
そ
れ
程
盛
大
で
は
な
い
。
門
松
は
、
禅
宗

檀
家
、
真
宗
門
徒
共
に
立
て
な
い
。

一
月
十
五
日
に
、
梅

・
柿

・
梨
な
ど
の
成
物
の

木
に
餅
を
入
れ
た
小
豆
粥
を
炊
い
て
供
え
る
こ
と
を
禅
宗
の
家
で
は
す
る
が
、
門
徒

の
家
で
は
し
な
い
と
い
う
。
こ
れ
は
小
正
月
に
お
け
る
予
祝
儀
礼
の
成
木
責
め
で
あ

る
が
、

「
成
る
か
成
ら
ぬ
か
、
成
ら
ね
ば
き
る
ぞ
」
と
い
っ
て
果
樹
に
詑
な
ど
で
少

し
傷
を
つ
け
る
と
い
う
よ
う
な
演
技
的
行
為
は
知
ら
な
い
と
い
う
。
同
様
に
、
門
徒

の
家
で
は
し
な
い
が
禅
宗
の
家
で
は
行
な
わ
れ
る
も
の
に
、
二
月
に
鰯
の
頭
を
焼
い

て
竹
串
に
さ
し
廂
に
さ
す
節
分
、
四
月
に
藤
花

・
卯
花
を
山
か
ら
採

っ
て
き
て
廂
に

さ
し
た
り
仏
壇
に
供
え
る
卯
月
八
日
の
行
事
が
あ
る
。
真
宗
門
徒
の
予
祝
儀
礼

・
魔

除
け
と
い
っ
た
呪
術
的
信
仰
に
対
す
る
否
定
的

一
面
が
こ
こ
に
表
わ
れ
て
い
る
と
言

う
よ
う
。
で
は
、
真
宗
門
徒
は
呪
術
的
な
行
事
を
全
て
否
定
し
て
い
る
か
、
と
い
う

と
そ
う
で
も
な
い
。
例
え
ば
、
二
月
九
日
の
山
の
講

(
ヤ
マ
ノ
コ
)
、
五
月
の
庖
癒

七
九

る
と
分
家

(
◎

⑩

)
も
増
徳
寺
檀
家
と
な
っ
た
。

羽
田
姓
は
十

一
軒
と
最
も
多

く
、
増
徳
寺
檀
家
と
永
寿
寺
門
徒
、
ま
た
能
方
と
狂
言
方
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
長
太
夫

・
甚
太
夫
が
共
に
羽
田
姓
で
あ

っ
て
、
両
本
家
が
村
内
に
分
家
を
は
や

く
か
ら
輩
出
し
、
分
家
が
祭
礼
に
も
積
極
的
に
参
加
し
よ
う
と
し
た
た
め
と
思
わ
れ

る
。
浅
野
姓
二
軒
は
、
本
家

・
分
家
の
関
係
で
増
徳
寺
檀
家
で
あ
る
。

表
I
か
ら
気
付
く
こ
と
は
、
ほ
ぼ
能
方
-
禅
宗
檀
家

・
狂
言
方
-
真
宗
門
徒
と
い

う
結
び
つ
き
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
禅
宗
と
真
宗
の
伝
播
の
時
期
と
併
せ
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
、
能
郷
白
山
神
社
の
祭
祀
組
織
に
能
方
の
家
と
狂
言
方
の
家
と
い

う
二
つ
の
集
団
が
判
然
と
分
か
れ
て
存
在
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
れ
は
ま

た
、
次
に
み
る
よ
う
に
禅
宗
檀
家
と
真
宗
門
徒
と
い
う
二
つ
の
信
仰
社
会
集
団
と
し

て
、
こ
の
能
郷
に
お
け
る
民
俗
相
の
上
に
も
表
わ
れ
て
く
る
。
な
お
、
真
宗
門
徒
の

神
社

へ
の
対
応
の
仕
方
と
い
う
こ
と
で
は
、
全
く
否
定
的
な
態
度
は
と
ら
ず
、
能
方

に
対
し
て
狂
言
方
の
立
場
で
祭
礼
に
参
加
し
て
き
た
の
で
あ

っ
た
。

巾

　

年
中
行
事

能
郷
の
年
中
行
事
に
つ
い
て
、
禅
宗
檀
家
と
真
宗
門
徒
の
家
で
違
い
が
あ
る
か
、

と
い
う
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
調
査
し
た
も
の
が
表
Ⅲ
で
あ
る
。
昭
和
三
十
年
代
ま
で

能
郷
の
民
俗
と
真
宗
門
徒

三

　

能
郷
の
民
俗
と
門
徒
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表
Ⅲ

　

年
中
行
事

一
覧

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

九

一

一

一

一

一

一

一

一

○

一

一

六

一

一

五

一

七

一

一

一

一

一

月

日

彼

岸

節

句

繭

玉

⌒山

この
j講
W

節

分

一

一

〇
日
正
月

神

明

講

-

五

日

正
月

七
日

正
月

仕
事
は
じ

め

年　　　　　 初

頭　　　　　 水

行

事

名

ご
學
2S
く
つ

て

延
に

供

毫

昆
貿
計
詐
惣
鱒
せっ

%

延
に

初
午
の

日
に

す
る
○

山御五
の酒目
神も御
はあ飯
夫げ ・
婦で鰯
と家 ・
い の八

っ戸 y
て棚ゼ
ニ の の

膳上木
つなで
く ど箸
るにを
゜祀つ
る く
゜り

棚
ざ
ら
え

お

餅
を
か

た
ず
け
る

のっ神
前だ社
で筒の
若に大
衆御杉
出神に
入酒注
のを連
儀入繩
式れを
をた張
し もり
たの `
゜を こ
つれ
るに

し竹
`を
そ切

雑
煮
を
炊
い

て

食
ベ

だ
○

七
草
粥
を
す
る
○

唱
え
言
は

聞
い

た
こ

と

が

な
い
○

っ藁
たを
繩な
は っ
`た
俵り
に し

して

ば草
る履
とな
よど
いも
とつ

さ く
れ っ
たた
○ ○

な

をお きだ朝 仏て一
持餅 だ は 壇か升
つを と福ど にら枡
て持 このこ 供水に
在つ ろ神の えを米
所て にが家 る汲を
へ親 く馬で　 ゜みひ
行戚 るにも　 ` と

く を　 `乗戸　 こ つ

゜廻 と つを　 のか

つ い てい　 初み
た わ来つ　 水入
り れてぱ　 でれ
す た `い　 お `

る　 ゜朝に　 茶井
゜　

は開　 を戸
嫁　 やけ　 たに
は　 く放　 い散
餅　 起つ　 てい

共

通

行

事

内

容

よさ鰯
う しの
にて頭
とおを
いい焼
ったい
で て

`そ竹
豆し串
をてに
ま鬼さ
いが し

た来 `
゜な廂
いに

入成
れ物
た⌒

小梅
豆 ・
粥柿
を ・
炊梨
いに

ての

供木
えに
た `
゜餅
を

頓
神汲

階
悩
叩
診
飾゚

雪
持

禅

宗

檀

家

行

事

内

容

UI
で

京
雪
雲
吃

真

宗

門

徒

行

事

内

容



八

一

八

八

● ●

一 一

七六

八

一

四

八 八

七

六 五 五 五

凪

四 四

一

一

一

一

四

八

オ

タ

ケ

参
り

お

盆

お

盆

⌒ 夏
ゅおま
うみわ
どり
う
し

心

⌒七

フ日
尹
心

田

植

苗
代
準
備

庖
洽
送
り

端
午
の

節
供

普

請

白
山
神
社
祭
礼

お

1§
祭

趨
恰
へ

幇
の

菜
が

苓

m
響

みお
な宮
がに

ら各
`自
屈酒
夜の
のサ

区カ
別ナ
なを
く持
手ち
踊よ
りり
を `
し酒
たを
飲゚

●　　 ●

田 程-
植 の日
後 ュ一
は ィ軒
農 でず
休 しつ
み た `
で　 ゜準
餅　 備
を　 の
つ　 で

い　 き
た　 た
り　　 も
し　 の

た　 か
゜　

ら
20

人

種
ま
き
は
八
十
八
夜
頃
に

し

た
○

ばて桟
っお俵
て神に
お酒青
いを紙
たか ・
゜け赤
`紙
こを
れ張
を っ
村て
下 `
の笹
杉の
の葉
木を
に さ
し し

昌
農゚
っ

3
治
に

隻
た

笥
戻
に

っ秋
てに

おヵ
い ャ

てを
行苅
う っ
゜て

お

き

冬
期
に

普
請
縄
を
な

流え晩ォ
する ・ s/
○ ○̃ ヨ

一五 ラ

六日ィ
日朝様
夜 ・の
はL膳
`六を
三日六
食尽つ
分 と `
を三十
川回四
に供日

れ軒縁持
るの側廻
゜先にり
祖施の
代餓宿
々鬼で
過棚施
去が餓
帳つ鬼
が くが
読ら行
みれわ
上 `れ
げ一る
ら○ ゜

おて藤
い `の

た仏花
゜壇 ・
甘に卯
茶供の
をえ花
つたを
く り山
っ `か

て廂ら
供にと
え さ っ
る して

゜てき

道
場
で

勤
行
○

自
滅
獄
蒜
宍
行二の

難
燃べ

八

一

能
郷
の
民
俗
と
真
宗
門
徒



同
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八

二

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

に
三 二

〇 五

一

一

一

一

一

一

八

一

一

一

一

一

八

十 九 九

一

〇

除

夜

正
月
準
備

お

取
り
越
し

八
日
ぷ

き

お

仏

事

稲

刈

り

彼

岸

芋

名

月

年
越
そ

ば
を
つ

く
つ

て

食
べ

る
○

●　　 ●

に鏡 多餅
も餅 く つ
供は つき
え ` く を
る井　 ゜隣
゜戸　 近
の　 所
水　 m
神　 モ

様　 1

・　　 ヤ

カ　
|

マ　 で

ド　 す
の　 る

荒　　
゜

神　 栃
さ　 餅
ま　 を

に大
供根
え ・
るお

゜餅
を
入
れ
た

団
子
汁
を
つ

く
り

仏
様

jS
聳
A
兄

と畑
もで
に一

ぉ番
月大
様き
にな
供里
え芋
るを
゜と

り

萩

芦

ス

キ

と

る養二
゜と○
し日
て前
お後
まに
い坊
り様
すが
る来
゜で

法 `
事先
も祖
す供

道
場
の

喚
鐘
を
百
八

打

尽

●　　 ●

る年 い道
゜忌 で場
法 家で
要 列
が のお

あ お取
れ 取り
ば り越
` 越 し
- しが

緒 と行
に なわ
行 るれ
わ　

○ ゝ

れ　 次

小二

瀦
談
詰
窓
詣
法り

劈

道
場
の

永
代
経
○

送
り
な
ど
は
行
な

っ
て
い
る
し
、
盆
の
祖
霊
送
り
と
考
え
ら
れ
る
オ
ク
ケ
参
り

(権

現
参
り
)
に
は
参
加
し
て
い
る
。
山
の
講
は
、
山
の
神
は
夫
婦
だ
か
ら
と
い
っ
て
五

目
御
飯

・
鰯

・
パ
ン
セ
の
木
の
箸

・
御
酒
な
ど
で
二
膳
つ
く
り
、
家
毎
に
戸
棚
の
上

な
ど
に
祀
る
。
山
の
神
様
は
、
秋
の
山
の
講
で
田
に
遊
び
に
来
て
春
の
山
の
講
で
山

に
登
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
能
郷
で
は
春
の
山
の
講
は
す
る
が
秋
は
し
な
い
。
五

十
年
程
前
ま
で
木
地
師
が
い
た
頃
は
、
こ
の
木
地
師
が
秋
の
山
の
講
を
し
て
い
て
、

小
豆
に
餅
を
入
れ
た
も
の
を
食
べ
た
こ
と
が
あ
る
と
記
憶
し
て
い
る
者
が
あ

っ
た
。

盆
行
事
で
は
、
禅
宗
の
家
で
は
オ
シ
ご
フ
イ
様
の
膳
を
六
っ
っ
く
る
。
箸
は
麻
ぞ
フ

を
用
い
、
こ
れ
を
と

っ
て
お
い
て
死
花
の
芯
に
す
る
。
膳
の
献
立
は
、
八
月
十
四
日

晩
に
、
カ
ボ
チ
ャ
・
果
物
・
芋
・
ナ
ス
ー
ウ
リ
ー
コ
ー
フ
イ
キ
ビ
等
の
青
物
を
供
え

る
。
十
五
日
朝
も
同
じ
。
昼
は
ソ
ー
メ
ン
を
ゆ
で
て
上
げ
る
。
晩
に
な
る
と
三
食
分

を
川
に
流
す
。
そ
し
て
、
十
六
・
十
七
日
に
は
禅
宗
檀
家

・
真
宗
門
徒
の
区
別
な
く

神
社
境
内
で
昼
夜
を
通
し
て
手
踊
り
が
行
な
わ
れ
た
。
迎
火

・
送
火
は
し
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
家
単
位
で
行
な
わ
れ
る
年
中
行
事
を
中
心
に
み
て
く
る
と
、
真
宗

門
徒
の
呪
術
的
な
民
俗
信
仰
の
害
定
、
あ
る
い
は
祖
霊
信
仰
に
否
定
的
な
一
面
が
看

取
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
村
全
体
に
関
わ
る
よ
う
な
行
事
で
あ
れ
ば
、
呪
術
的
な
行



②

　

葬
送

・
墓
制

事
を
否
定
で
き
ず
に
参
加
同
調
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
続
い
て
、
講
行

事
を
中
心
に
し
て
い
ま
少
し
見
て
み
た
い
。

禅
宗
檀
家
十
軒
は
、
か
つ
て
弘
法
さ
ん
の
日
、
達
磨
さ
ん
の
日
、
観
音
さ
ん
の
日

と
い
う
よ
う
に
し
て
毎
月
の
お
講
勤
め
を
し
て
い
た
。
現
在
は
し
な
く
な
っ
て
い
る

が
、
八
月
の
施
餓
鬼
と
十
一
月
の
収
穫
祭
の
意
味
を
持
つ
先
祖
供
養
の
お
参
り
は
残

っ
て
い
る
。
八
月
七
日
の
施
餓
鬼
で
は
、
宿
に
各
自
五
合
ず
つ
お
米
を
持
ち
寄

っ
て

団
子
を
つ
く
る
。
縁
側
に
は
、
三
界
萬
霊
碑

・
禅
宗
十
軒
共
同
の
過
去
帳

・
旗
な
ど

を
飾

っ
た
施
餓
鬼
棚
が
設
け
ら
れ
る
。
坊
様
は
、
は
じ
め
に
家
の
仏
壇
の
前
で

「
般

若
心
経
」
を
読
み
、
そ
れ
か
ら
施
餓
鬼
棚
に
向

っ
て
、

「
大
悲
心
陀
羅
尼
」

　

「
甘
露

門
」
「修
正
義
」
谷
舎
利
礼
文
」
と
読
経
し
て
い
く
。
修
正
義
の
時
に
参
詣
人
全
員

が
焼
香
す
る
。

最
後
に
先
祖
の
過
去
帳
が
全
部

読
み
上
げ
ら
れ
、

共
同
飲
食
と
な

る
。
昔
は
五
つ
膳
で
、
オ
ヒ
ーフ

(芋

・
大
根

・
カ
ボ
チ
ャ
ー
ナ
ス
の
煮
物
)

　

・
オ

ツ

ボ

(小
豆
を
た
く
)

　

・
チ
ー
ク

(青
菜
を
豆
腐
で
白
あ
え
に
す
る
)

　

・
ツ

ユ

　

(
ナ

ス

ピ
の
汁
)

　

・
御
飯
で
あ
っ
た
。
参
詣
人
は
、
禅
宗
十
軒
と
は
限
ら
す
村
中
の
者
が
参

っ
た
と
い
う
。
十

一
月
の
お
講
は
、
稲
の
取
り
入
れ
を
済
ま
し
た
後
の
二
十
日
前
後

に
行
な
わ
れ
る
。
増
徳
寺
か
ら
坊
様
が
来
て
、
十
軒
の
先
祖
供
養
と
し
て
読
経
し
て

い
く
。
こ
の
時
、
法
事
が
あ
れ
ば
昼
と
か
晩
に
す
る
。
毎
月
の
お
講
勤
め
が
持
た
れ

て
い
た
頃
は
、
宿
元
で
お
汁
粉
と
ゴ
ボ゙
ウ

・
芋
な
ど
を
入
れ
た
ケ
ン
チ
ャ
ン
汁
が
つ

く
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
禅
宗
檀
家
の
講
に
対
し
て
、
真
宗
門
徒
の
場
合
は

一
般
的
に
宗
祖

・
中

消
滅
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
盆
前
後
の
夏
ま
わ
り

(
お
御
堂
衆
)

と
秋
の
報
恩
講
が
あ

っ
た
。
夏
ま
わ
り
は
、
鯖
江
市
誠
照
寺
派
本
山
の
使
僧
が
土
用

三
郎
に
越
前
を
た
っ
て
這
法
師
峠
を
越
え
、
根
尾
村
で
は
大
河
原

・
黒
津

・
越
波

・

大
須

・
松
田

・
小
鹿

・
板
屋

・
奥
谷

・
神
所

・
越
卒

・
大
井

・
門
脇

・
長
嶺

・
天
神

堂

・
長
島

・
能
郷
と
巡
回
し
、
さ
ら
。に
馬
坂
峠
を
越
え
て
徳
山
村
を

一
巡
す
る
と
い

う
廻
檀
で
あ
る
。
能
郷
で
は
松
葉
た
か
の
宅
が
家
道
場
と
し
て
宿
に
な
り
、
二
日
二

晩
に
わ
た

っ
て
村
中
ば
か
り
か
天
神
堂

・
長
嶺
の
者
ま
で
詣

っ
て
盛
況
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
、
神
社
境
内
で
は
手
踊
り
が
行
な
わ
れ
た
。
秋
の
報
恩
講
で
は
、
四
十
年
前

ま
で
は
手
次
寺
の
区
別
な
く
村
全
体
の
門
徒
の
お
取
り
越
し
が
あ
っ
た
。
材
量
を
持

ち
寄

っ
て
お
汁
粉
な
ど
を
道
場
で
つ
く

っ
た
。
現
在
、
各
手
次
寺
の
都
合
に
よ

っ
て

十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
報
恩
講
が
行
な
わ
れ
、
や
は
り
年
忌
法
要
が
あ
れ
ば

一
緒
に
読
経
さ
れ
る
。

能
郷
の
年
中
行
事
全
体
を
み
て
み
る
と
、
こ
の
よ
う
に
盆
を
中
心
に
し
て

一
月
か

ら
八
月
ま
で
は
家
を
単
位
と
し
た
行
事
の
中
に
禅
宗
檀
家
と
真
宗
門
徒
の
違
い
が
み

ら
れ
、
八
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
は
講
行
事
の
中
に
違
い
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
禅

宗
檀
家
と
真
宗
門
徒
と
い
う
二
つ
の
信
仰
集
団
が
、
共
通
の
行
事
を
行
な
い
な
が
ら

も
、
ま
た

一
方
で
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
行
事
を
持

っ
て
い
て
、
能
郷
全
体
の
年
中
行
事

が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

能
郷
の
民
俗
と
台石
門
徒

八
三

興
上
人

・
先
代
法
主
な
ど
の
命
日
に
講
が
行
な
わ
れ
る
が
、
能
郷
で
は
明
治
年
間
に

　　　

年
中
行
事
と
同
じ
く
、
禅
宗
檀
家
と
真
宗
門
徒
と
い
う
こ
と
で
、
葬
送
儀
礼
と
墓



洽

④
僧

　

侶

④
前

　

旗
…
…
…
{〈
本

・
「
清
浄
光
仏
」
等
十
二
光
仏
が
書
か
れ
る

④
造
花
大
小
…
…
役
職
者
各
十
名
以
上

⑦
研

物
…
…
…
野
菜
盛
・
果
物
盛
・
寒
天
盛
・
ソ
ー
メ
ン
盛
・
菓
子
盛
・
餅
盛

⑧
花

　

瓶
…
…
…
一
一名

⑨
鶴

・
亀
…
…
…
一一名

⑩
鳳

　

凰
…
…
…

一
名

@
前
灯
寵
…
…
…
一一名

⑩
位

　

牌
…
…
…
跡
取
が
持

つ

⑩
写

　

真

⑩
天

　

蓋
…
…
…
家
の
姉
婿

⑩
棺

　　

…
…
…
兄
弟

・
孫
が
担
ぐ
、
前
の
本
肩

・
後
の
本
肩
と
い
う
。
後
の
者

程
血
が
濃
い
。

⑩
後
灯
簡
…
…
…
一一名

⑥
後

　

旗
…
…
…
J〈
本

・
薄
い
親
戚
の
人

⑩
生

　

花
…
…
…
多
数
、

一
般
参
会
者

野
辺
送
り
の
道
筋
に
は
、
仏
が
迷
わ
な
い
よ
う
に
と
六
道
の
蝋
燭
を
辻
々
に
立
て

る
。
埋
葬
地

(
サ
ン
マ
イ
)
に
着
く
と
棺
台
を
三
回
ま
わ
り
、
読
経
後
に
親
戚
の
者

が
棺
を
お
ろ
し
て
土
を
か
け
る
。
穴
掘
ぽ
、
葬
式
当
日
の
午
前
中
に
村
中
で
し
た
。

埋
葬
後
、
帰
宅
す
る
と
三
日
の
法
事
と
い
っ
て
坊
様
に
お
経
を
上
げ
て
も
ら
い
、

親
戚
と
組
の
者
が
会
食
す
る
。
中
陰
期
間
中
の
七
日
七
日
は
、
親
戚
の
者
が
夜
集
っ

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
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所
紀
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・
八
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併
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制
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
最
初
に
調
査
結
果
か
ら
い
え
ば
、
葬
送
儀
礼
-で
ぽ

変
わ
り
が
な
い
が
、
墓
制
で
は
禅
宗
檀
家
が
両
墓
制
、
真
宗
門
徒
が
単
墓
制
の
形
態

を
と

っ
て
い
た
。

倒

　

葬
送
儀
礼

死
者
が
出
る
と
区
長
←
班
長

(組
長
)
←
全
員
と
知
ら
さ
れ
る
。
ソ
ー
ジ
キ
ヅ

レ

は
、
親
戚
の
濃
い
者
で
決
め
、
区
以
外

へ
は
二
人
で
出
か
け
た
。
手
伝
い
は
親
戚
と

組
の
隣
人
が
あ
た
り
、
夜
に
は
区
全
員
で
、
造
花

・
旗

・
天
蓋
な
ど
の
紙
細
工
を
す

る
。
紙
細
工
が
終
わ
る
と
、
全
員
で
お
経
を
読
ん
で
通
夜
に
な
る
。
村
の
中
で
は
、

寂
し
見
舞
な
ど
を

出
す
人
は
い
な
い
。

読
経
後
は
、

酒

・
茶
菓
子
等
の
接
待
が
あ

る
。
納
棺
に
際
し
て
、
現
在
は
ア
ル
コ
ー
ル
で
体
を
ふ
く
程
度
で
あ
る
が
、
昔
は
髪

毛
を
剃
っ
て
骨
の
代
わ
り
に
し
た
。
禅
宗
檀
家
で
は
、
棺
の
中
に
善
光
寺
の
お
札

・

六
文
銭

・
修
業
し
て
歩
く
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
珠
数

・
杖

・
笠
を
入
れ
、
手
甲
と

白
い
(
ン
バ
キ
を
は
か
せ
る
。
昭
和
三
十
九
年
頃
ま
で
は
竪
棺
で
あ

っ
た
が
、
い
ま

は
寝
棺
で
あ
る
。

葬
式
の
始
ま
る
前
、
上
原
で
は
太
鼓
、
西
村

・
下

(
ク
ダ
リ
)
で
は
道
場
の
喚
鐘

を
鳴
ら
す
。

出
棺
は
座
敷
か
ら
出
す
が
、

特
別
な
作
法
は
な
い
。

葬
列
に
つ
い
て

は
、
た
ま
た
ま
根
尾
村
市
場
地
区
の
も
の
を
実
見
し
、
能
郷
の
場
合
も
大
差
な
い
と

い
う
こ
と
な
の
で
そ
の
事
例
を
記
す
。

①
総
案
内
…
…
…
区
長

②
仏

　

旗
…
…
…
仏
教
会
に
入

っ
て
い
る
人

③
導
師
案
内
…
…
檀
家
総
代



て
お
参
り
を
す
る
。
寺
が
な
い
禅
宗
檜
家
は
、
寺
で
お
経
を
上
げ
て
も
ら
う
よ
う
に

依
頼
す
る
。
忌
明
け
は
三
十
五
日
、
以
後
の
年
回
供
養
で
は
七
年
か
ら
十
三
年
ま
で

は
親
戚
を
よ
ん
で
法
要
を
営
む
が
、
後
は
お
経
だ
け
で
済
ま
す
こ
と
が
多
い
。
こ
う

し
た
年
回
法
要
は
、
秋
の
家
毎
の
お
取
越
の
時
に
大
無
量
寿
経

一
巻
が
読
誦
さ
れ
る

程
度
で
、
い
た

っ
て
簡
素
で
あ

っ
た
。

向

　

墓

　

制

能
郷
に
は
、
上
原
旧
幕
地

(サ
ン
バ
ーフ
)

　

・
共
同
埋
め
墓

(
サ
ン
マ
イ
)

　

・
禅
宗

檀
家
の
詣
り
墓

(
一フ
ン
ト
バ
)

　

・
門
徒
詣
り
墓

(ト
リ
バ
ガ
)
と
四
つ
の
墓
地
が
あ

っ
た

(図
1
)
。
こ
の
中
、
ト
リ
バ
ガ
と

よ
ば
れ
る
門
徒
の
墓
地
は
道
場
に
隣
接
し

て
い
て
、
昭
和
五
十
四
年
に
新
し
く
出
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
道
場
主
の
日
下
部
は

す
ゑ
氏
が
、
自
分
の
形
見
と
し
て
土
地
を
購
入
し
、
門
徒
の
者
達

へ
「
石
碑
を
建
て

た
か
っ
た
ら
建
て
て
く
れ
」
と

い
っ
た
と
こ
ろ
、

皆

つ
く
る
よ
う
に

な

っ
た
と
い

う
。
墓
碑
銘
は
、

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
あ
る
も
の
と
、

「
先
祖
代
々
」

「
O
O
家

之
墓
」
と
書
か
れ
て
い
る
も
の
が
約
半
分
ず
つ
あ

っ
た
。
真
宗
門
徒
は
、
そ
れ
ま
で

サ
ン
マ
イ
に
土
葬
す
る
だ
け
で
あ

っ
た
の
で
り
単
墓
制
か
ら
両
墓
制
に
な

っ
た
こ
と

に
な
る
。

禅
宗
檀
家
と
真
宗
門
徒
の
共
同
埋
め
墓
は
、
能
郷
谷
川
沿
い
に
あ
る
。
墓
上
施
設

は
、
埋
葬
後
に
拾

っ
て
き
た
細
長
い
川
原
石

(
イ
ジ
ナ
)
を
真
中
に
立
て
、
膳

・
位

牌
な
ど
が
の
る
平
な
石
が
前
に
据
え
ら
れ
て
い
た
。
ボ
ン
グ
イ
(棒
杭
)
と
よ
ば
れ
る

塔
婆
の
立

っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
最
近
の
こ
と
だ
と
い
う
。
埋
葬
場
所

は
各
戸
割
に
な

っ
て
お
ら
ず
、
空
い
て
い
る
所
に
埋
め
る
。
馬
な
ど
も
畔
に
埋
め
ら

能
郷
の
民
俗
と
真
宗
門
徒

共同埋め墓 ( サンマイ)

れ
た
。
川
沿
い
に
あ
る
の
で
、
二
十
年
に

一
度
は
流
失
し
た
と
い
う
。
昭
和
三
十
九

年
の
集
中
豪
雨
に
も
埋
葬
直
後
の
遺
体
が
流
さ
れ
た
が
、
村
人
は

「
き
れ
い
に
な

っ

て

い

い
」

　

コ
m
り
返
さ
な
く
て
す
む
」
な
ど
と
い
っ
て
い
た
。
盆
前
の
八
月
七
日
に

掃
除
さ
れ
る
が
、
埋
葬
直
後
の
七
日
七
日
や
法
事
の
後
に
も
墓
参
は
な
い
。
こ
の
共

同
埋
め
墓
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
禅
宗
檀
家
の
者
は
サ
ン
マ
イ
、
門
徒
の
者
は
ム
ジ

’
バ
と
呼
称
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

禅
宗
檀
家
十
軒
の
詣
り
墓
で
あ
る
ラ
ン
ト
バ
は
、
羽
田
利
之
宅
の
上
に
あ

っ
て
。

八
五



同
朋
学
園
佛
放
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
入
合
併
号

か
つ
て
神
宮
寺
の
寺
屋
敷
の
あ

っ
た
所
と
い
う
。
サ
ン
マ
イ
に
埋
葬
す
る
と
、
翌
年

の
施
餓
鬼
で
新
仏
の
お
経
を

上
げ
て
も
ら
い
、

そ
れ
か
ら
遺
髪
を
こ
こ
に
納
骨
す

る
O上

原
の
墓
地

(
サ
ン
バ
ラ
)
は
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
薄
暗
い
樹
木
の
中

に
、
川
原
石
が
多
数
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
た
り
、
石
仏
や
宝
饉
院
塔
が
散
在
し
て
い

た
。こ

こ
で
、
能
郷
に
お
け
る
両
墓
制
と
四
ヶ
所
の
墓
地
変
遷
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き

た
い
。
表
Ⅳ
は
、
禅
宗
檀
家
詣
り
墓
の
石
塔
建
立
年
代
を
調
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、

天
明
八
年

(
一
七
八
八
)
を
初
現
と
し
て
い
る
。
以
下
、
近
世
の
も
の
が
十
三
基
、

八
穴

明
治
以
降
が
九
基
、
無
紀
か
六
基
で
、
合
計
二
十
八
基
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
て
み
る

と
、
禅
宗
檀
家
が
両
墓
制
の
形
態
を
と
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
近
世
も
半
ば
過
ぎ
と

い
う
こ
と
’に
な
る
。
そ
れ
以
前
に
、
詣
り
墓
に
代
わ
る
も
の
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
宝
饉
印
塔

(九
基
)
は
関
西
式
で
、
キ
リ
ー
ク
ー
タ
ラ
ー
ク
ー
ウ
ー
ン
ー
ア
ク

の
金
剛
界
西
方
仏
種
子
を
配
す
る
室
町
期
の
も
の
で
あ
る
。
上
原
旧
墓
地
に
三
基
散

在
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
埋
葬
地
の
上
に
造
立
さ
れ
た
墓
塔
と
も
い
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
禅
宗
檀
家
の
詣
り
墓
と
は
時
代
が
隔
た
り
す
ぎ
て
い
る
。
こ
の

他
、
特
別
な
小
祠
・
森
と
い
っ
た
性
格
の
も
の
は
な
い
。
四
ヶ
所
の
墓
地
は
、
上
原

旧
墓
地

(
サ
ン
バ
ラ
)
が

一
番
古
く
、
戸
数
増
加
も
あ

っ
て
近
世
に
な
る
と
共
同
埋

め
墓

(
サ
ン
マ
イ
)
が
新
た
に
設
け
ら
れ
、
埋
葬
地
が
ニ
ケ
所
に
な

っ
た
。
そ
し
て

天
明
八
年
以
降
、
禅
宗
檀
家
が
詣
り
墓
と
し
て
石
塔
を
建
て
だ
し
て
Iフ
ン
ト
バ
が
で

き
、
さ
ら
に
最
近
に
な

っ
て
真
宗
門
徒
も
詣
り
墓
の
ト
リ
バ
ガ
を
持
つ
に
至

っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

∧
地

蔵

碑

櫛

型

碑

自
然
石
碑

角

柱

碑

計

明和 ( 1764)
?
寛政 ( 1800)

2 3 5

享和 ( 1801)
1
文政 ( 1829)

2 2 1 5

天保 ( 1830)
1
慶応 ( 1867)

2 1 3

明 治 1 1 2

大 正 1 1 2

昭 和 1 4 5

無 紀 年 碑 2 3 1 6

合　　　　 計 7 7 7 7 28

以
上
、
能
郷
の
民
俗
と
真
宗
門
徒
と
い
う
こ
と
で
年
中
行
事

・
送
葬
儀
礼

・
墓
制

と
み
て
き
た
。
白
山
神
社
の
祭
杷
組
瞬
で
、
能
方

・
狂
言
方
と
分
か
れ
て
い
た
よ
う

に
、
村
内
に
は
禅
宗
檀
家
と
真
宗
門
徒
と
い
う
二
つ
の
信
仰
社
会
集
団
が
あ

っ
て
、

年
中
行
事
や
墓
制
に
も
反
映
さ
れ
て
い
た
。
民
間
信
仰
に
つ
い
て
直
接
触
れ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
が
、
屋
敷
神
や
伊
勢
講

・
津
島
講
と
い
っ
た
も
の
は
現
在
な
い
。

ひ
ぜ
ん

(皮
厨
)
に
な

っ
た
時
に
参

っ
た
と
い
う

「
ひ
ぜ
ん
の
森
」
、
母
乳
の
な
い

人
が
参
る
と
母
乳
が
授
る
と
い
う

「
サ
ーブ
稚
児
の
森
」
な
ど
が
あ

っ
た
が
、
忘
れ
去

表Ⅳ　 詣り墓石塔建立年代



書
の
中
に
、
事
請
祈
祷
料
に
関
す
る
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
。現
在
の
能
郷
に
は

雨
乞
儀
礼
は
何
も
残

っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
宮
参
り
も
な
い
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に

見
て
く
る
と
、
真
宗
信
仰
の
能
郷
の
民
俗

へ
及
ぼ
し
た
影
響

・
規
制
と
い
っ
た
こ
と

を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

師
大
祖
常
済
大
師
ノ
真
像
ヲ
安
置
ス

境
内
仏
堂
二
白
山
妙
理
大
権
現
及
地
蔵
菩
薩
ヲ
祭
祀
ス

と
あ
る
O
開
基
の
寅
岩
高
秀
大
居
士
と
は
、
徳
山
家
二
代
城
主
で
あ

っ
た
徳
山
七
良

二
郎
貞
長
の
こ
と
で
、
永
享
十
年

(
一
四
三
八
)
濃
州
赤
坂
合
戦
で
討
死
し
た
。
開

山
の
松
厳
梵
梁
大
和
尚
と
は
、
増
徳
寺
の
本
寺
洞
寿
院
の
十
三
世
で
寛
永
六
年

(
一

六
二
九
)
に
示
寂
し
て
お
り
、

「
洞
1　
院
御
住
持
世
代
歴
住
帳
」
に

「
師
昌
山
和
尚

ノ
法
嗣
文
禄
四
年
四
月
洞
寿
院

二
住
夕
、
慶
長
十
二
年
退
隠
ン
正
源
寺
ノ
開
祖
ト
ナ

タ
、
増
徳
寺
ノ
開
祖
ク
リ
」
と
あ
心
。
従

っ
て
、
増
徳
寺
は
徳
山
氏
を
檀
越
と
し
て

十
五
世
紀
頃
に
第

一
次
開
創
さ
れ

(天
台
宗
で
あ

っ
た
と
い
う
)
、

近
世
初
頭
に
松

厳
梵
梁
大
和
尚
の
隠
居
寺
と
し
て
第
二
次
開
創

(改
宗
)
さ
れ
て
洞
寿
院
末
と
な
っ

た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

能
郷
は
近
世
徳
山
領
で
あ

っ
た
の
で
、
増
徳
寺
の
観
家
と
な
り
禅
宗
化
し
だ
の
は

慶
長
十
二
年

(
一
六
〇
七
)
以
降
と
推
定
で
き
る
。
増
徳
寺
境
内
に
白
山
妙
理
大
権

現
の
仏
堂
が
あ

っ
た
が
、
本
寺
洞
寿
院
の
寺
伝
に
も

「
傅

へ
い
ふ
、
開
山
来
錫
し
て

啜
津
祝
山
・に
来
り
、

一
花
を
構

へ
て
蛇
谷
山
洞
の
庵
と
凱
す
J
寓
す
る
こ
と
三
年
、

亦
錫
を
飛
し
て
丹
生
谷
に
入
り
、

一
里
に
し
て
菅
並
村
に
至
る
に
、
白
衣
の
老
翁
来

り
、
白
山
妙
理
根
現
な
り
と
い
ふ
。
其
夜

山
谷
震
動
し
て
清
泉
湧
出
し
、

其
味
峨

し
。
依

っ
て
斑
谷
山
と
名
づ
け
、

一
宇
を
創
し
て
洞
壽
院
と
な
す
如
」

あ

っ
て
、

白
山
信
仰
の
伝
承
が
あ

っ
た
。

能
郷
の
禅
宗
十
軒
と

い
わ
れ
る
家
の
出
自
が
、

中

世
、
白
山
神
に
奉
仕
し
た
加
賀
馬
場
の
宗
教
者
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
彼
等
が
近
世

八
七

ら
れ
よ
う
と
し
て
にい
る
0　
近
世
ヽ
白
山
神
枇
は
雨
乞
に
苛
陵
が
あ
っ
た
。
溝
尻
家
丈

　　　

券
四
条

　

家
寺
院
ノ
家
尊
(
地
蔵
菩
薩
卜
ご

四

　

禅
宗
と
真
宗
の
伝
播

第
三
条

　

本
寺
院

(
松
厳
梵
梁
和
尚
ヲ
開
山
ト
ジ
増
徳
寺
殿
寅
岩
高
秀
大
居
士
ヲ

開
基
ト
ス

能
郷
の
民
俗
と
真
宗
門
徒

● ● ● ● ● ●

村
内
に
は
寺
院
が
な
か
っ・た
。
し
か
し
、
禅
宗
檀
家
は
増
徳
寺
と
寺
檀
関
係
を
結

び
、
真
宗
門
徒
は
道
場
を
中
心
に
し
て
永
1　
寺

・
円
勝
寺

・
専
念
寺

・
西
福
寺
と
手

次
関
係
に
あ
っ
た
。
能
郷
の
民
俗
が
仏
教
宗
派
に
よ
る
影
響
を
受
け
、
民
俗
相
に
違

い
が
生
じ
た
と
す
れ
ば
、
禅
宗
と
真
宗
信
仰
が
い
つ
頃
こ
の
地
に
伝
播
し
た
か
が
問

題
と
な
る
。

増
徳
寺
に
つ
い
て

「
揖
斐
郡
寺
院
明
細
ぬ
」
に
は
、

岐
阜
県
管
下
美
濃
国
揖
斐
郡
徳
山
村
村
平

近
江
国
伊
香
郡
菅
並
村
洞
寿
院
末

曹
洞
宗

　　

増
徳
寺

一
本
尊

　

地
蔵
菩
薩



八
八

コ

六
字
名
号

　

蓮
如
上
人
御
真
筆

一
、
年
代

(
唯
今
開
基
以
来
四
百
五
拾
年
斗
リ
ニ
侯

一
、
半
鐘
(
文
化
四
年
四
月
大
垣
田
中
清
左

工
門
尉
藤
原
光
宣
勅
許
左
方
総
宮
鋳

師
ナ
リ

と
あ
知
。
蓮
如
筆
と
い
わ
れ
る
六
字
名
号
は
、
剥
落
甚
し
く
判
定
不
能
で
あ

っ
た
。

他
に
、
証
如
証
判
の
御
文
断
簡

(軸
装

・
二
四
・
七
×
一
七

・
六
)
が
あ
っ
た
。
道

場
役
に
つ
い
て
は
、
過
去
帳
が
永
1　
寺
に
移
管
さ
れ
て
い
た
た
め
調
査
で
き
な
か
っ

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
八
合
併
号

に
な

っ
て
禅
宗
化
し
た
理
由
の

一
端
が
こ
こ
に
あ
ろ
う
。

真
宗
信
仰
は
、
い
つ
頃
伝
播
し
た
の
か
。
能
郷
道
場
と
永
1　
寺
の
関
係
の
中
に
探

っ
て
み
よ
う
。
図
1
は
道
場
間
取
り
の
略
図
で
あ
る
。
外
観
は
普
通
の
民
家
と
違
い

図1　 能郷道場略図

能　 郷　 道　 場　 の　 内　 陣

な
く
、
わ
ず
か
に
軒
先
か
ら
喚
鐘
が
下
が
っ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
内
陣

荘
厳
は
真
宗
寺
院
の
様
式
そ
の
も
の
で
、
中
央
に
木
仏
本
尊
、
右
余
間
に
方
便
法
身

尊
像

・
開
山
聖
人
御
影

・
法
名
軸
、
左
余
間
に
は
前
住
絵
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。

内
陣
と
廊
下
で
隔
て
ら
れ
た
奥
の
二
間
は
、
永
寿
寺
住
職
の
控
室
と
し
て
使
用
さ
れ

る
。
道
場
由
緒
に
つ
い
て
は
、

履
歴
書

一
、
延
徳
元
年
ノ
大
浩
水
後

一
先
ツ
永
寿
寺
根
尾
谷

へ
引
簡
り
現
今
ノ
多
芸
島

へ

帰
り
其
後
旧
蹟
ト
シ
テ
根
尾
谷

二
残
シ
其
時
ノ
住
職
空
信
卜
称
ス
其
ノ
時
ヲ
現

今
ノ
能
郷
道
場
ノ
開
基
ト
ス
其
レ
以
来
時
遷
り
星
変
リ
テ
現
在
ノ
者
ナ
リ

ニ

、
御
本
尊

　

阿
弥
陀
如
来
(
恵
信
僧
都
御
作
佛



……一に同橋
賢
澄
―
鈴
木
恵
順
-
無

　

住
1
日下部澄道―

(永
が
寺
か
ら
入
る

・
昭
和
五
十

一
年
ま
で
)

寿
磨
呂

=

1
日日下部
はすゑ
(貞
順)

能
郷
道
場
は
、
い
つ
頃
に
開
創
さ
れ
た
の
か
。
延
徳
年
中
と
い
う
も
伝
承
で
あ

っ

て
、
裏
付
け
と
な
る
史
料
は
な
い
。
永
寿
寺
は
建
暦
年
中
、
佐
々
木
秀
義
五
男
義
溝

(教
信
)
が
親
鸞
帰
洛
時
に
帰
依
し
て
天
台
宗
信
寿
院
を
改
宗
再
興
し
た
伝
承
を
持

ち
、
美
濃
真
宗
教
団
発
展
の
中
で
、
は
や
く
か
ら
寺
号
を
名
告

っ
て
い
仙
。

『
天
文

日
記
』
の
天
文
五
年
二
月
二
日
、
六
年
二
月
十
五
日
、
同
年
九
月
二
日
、
七
年
二
月

二
日
、
八
年
三
月
十
九
日
、
同
年
七
月
廿
五
日
、
十
年
三
月
廿
二
日
、
同
年
九
月
二

日
、
十
二
年
十
月
廿
四
日
、
十
五
年
八
月
十
七
日
、
十
七
年
八
月
七
日
、
二
十
二
年

閏
一
月
十
六
日
ヽ
二
十
三
年
六
月
廿
四
日
の
各
条
に
寺
号
が
見
え
句

こ
の
中
I

の
条
が
注
目
さ
れ
る
。

(天
文
十
年
三
月
)

甘
二
日
ふ
◇
就
当
番
之
儀
、
永
1　

寺
下
頴
『
如
毎
月
樽
等
持
参
f
。

(天
文
十
年
九
月
)

た
が
、
近
世
末
以
降
は
次
の
様
に
継
職
し
て
い
る
。

(天
文
十
二
年
十
月
)

廿
四
日
息
◇
就
当
番
之
儀
、
永
寿
寺
下
に敲
紗
谷
樽
持
尽
五

「
永
寿
寺
門
徒
坊
主
分
五
郎
左
衛
門
」
と
は
俗
名
の
道
場
主
、
す
な
わ
ち
毛
坊
主
の

こ
と
で
あ

っ
て
、
こ
う
し
た
道
場
が
天
文
十
年
に
五
ヶ
所
、
同
十
二
年
に
九
ヶ
所
、

永
寿
寺
下
と
し
て
在

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
能
郷
道
場
に
証
如
証
判
の
御
文
断
簡
が

あ

っ
た
が
、
こ
れ
が
道
場
に
伝
来
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
天
文
頃
に
能
郷
に
真
宗
信

仰
が
入

っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
能
郷
に
お
け
る
禅
宗
と
真
宗
の
伝
播
時
期
を
み
た
と
こ
ろ
、
禅
宗

は
慶
長
期
以
降
、
真
宗
は
天
文
頃
と
推
定
で
き
た
。

お
わ
り
に

衛
門
上
之
。
則
相
伴

二
出
祚
。

能
郷
の
民
俗
と
真
宗
門
徒

仰
の

一
部
行
事
に
否
定
的
で
あ

っ
た
。
し
か
1　、
庖
痕
送
り
や
山
の
講
な
ど
村

八
九

以
上
、

「
真
宗
と
民
俗
」
の
問
題
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
能
郷
を
フ
ィ
ー
声

ド
対
象
と
し
て
祭
祀
組
織

・
年
中
行
事

・
葬
送

・
墓
制
と
い
っ
た
項
目
か
ら
検
討
し

て
き
た
。
ま
た
、
村
内
に
禅
宗
檀
家
と
真
宗
門
徒
と
い
う
二
つ
の
信
仰
社
会
集
団
が

顕
著
に
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
禅
宗
と
真
宗
の
、
伝
播
の
時
期
に
つ
い
て
も
言
及
し

た
。
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

①

　

白
山
神
社
祭
礼
の
能

・
狂
言
で
、
能
方
は
禅
宗
檀
家
、
狂
言
方
は
真
宗
門
徒

と
分
れ
、
門
徒
は
必
ず
し
も
神
社
に
対
し
て
否
定
的
で
な
か
っ
た
。

二
日
〈
一◇
斎
事
如
先
々
、
自
濃
州
勤
之
。
男
為
惣
代
永
寿
寺
門
徒
坊
主
分
五
郎
左

　　　

②

　

真
宗
門
徒
は
、
年
中
行
事
の
中
で
成
木
責
め
、
節
分

・
卯
月
八
日

・
祖
霊
信



註

田

　

松
崎
憲
三

「
真
宗
地
域
に
お
け
る
宗
教
生
活
の
研
究
-
砺
波
市
大
門
を
事
例
と
し
て

I
」

　

(
『
近
畿
民
俗
』
第
九
十
八
号

・
昭
和
五
十
九
年
)
。

叫

　

石
川
純

一
郎

「
飛
騨
白
川
郷
の
風
土
と
民
俗
―
浄
土
真
宗
村
落
白
川
村
荻
町
の
民
俗
相

-
」

　

(
『
人
類
科
学
』
九
学
会
連
合
年
報
36

・
一
九
八
三
)
。

卯

　

志
水
宏
行

「
真
宗
の
習
俗

『
ぼ
ん
な
り
』
考
」
(龍
谷
大
学

「
仏
教
文
化
研
究
所
所
報
」

第
七
号
)
。

倒

　

『
根
尾
村
史
』
第

一
六
章
参
照
。

㈲

　

表
I
の
㈲
羽
田
茂
和
宅
が
現
在
他
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
三
太
夫
の

一
人
で
あ
っ
た

甚
太
夫
の
家
で
重
要
な
と
こ
ろ
か
ら
、
以
下
含
め
て
能
郷
の
戸
数
四
十
五
戸
と
し
て
記
述

し
た
。

㈲

　

『美
濃
明
細
記
』
・
昭
和
七
年

・
一
信
社
。
『
新
撰
美
濃
志
』
・
昭
和
六
年

・
一
信
社
。

閉

　

『
根
尾
村
史
』
第

一
二
章
。
北
野
龍
雄

「
徳
山
領
能
郷
白
山
神
社
の
信
仰
に
つ
い
て
」

(
『
徳
山
村
-
そ
の
自
然
と
文
化
―
』

・
昭
和
五
十
九
年

・
ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
マ
イ
ク

ウ
ン
」
)
等
参
照
。

㈲

　

沼
賢
亮

「
能
郷
申
楽
能
と
修
験
者
」

　

(
講
座

『
日
本
の
民
俗
宗
教
』
6

・
昭
和
五
十
四

年

・
弘
文
堂
)
。

四叫 四 図 ㈲ 四 (9)

九
〇

本
稿
脱
稿
後
、
松
崎
憲
三
著

『
巡
り
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
』
が
公
刊
さ
れ
た
。
そ
の

中
で
、

「
真
宗
と
民
俗
」
パ
江
濃
国
境
の
遊
行
仏

〃教
如
さ
ん
”
」
が
新
し
く
発

表
さ
れ
て
い
る
。

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
八
合
併
号

全
体
や
生
業
に
関
わ
る
も
の
に
は
同
調
的
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
盆
以
後
の
行
事

は
講
を
中
心
に
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。

③

　

葬
送
儀
礼
に
つ
い
て
違
い
は
見
ら
れ
な
い
が
、
墓
制
で
は
禅
宗
檀
家
が
両
墓

制
、
門
徒
は
単
墓
制
で
あ

っ
た
。
近
年
、
門
徒
も
両
墓
制
に
移
項
し
た
が
、
埋

め
墓
と
詣
り
墓
に
対
す
る
呼
称
も
両
者
で
は
違

っ
て
い
た
。

④

　

明
応
年
間
頃
に
定
着
し
た
と
み
ら
れ
る
白
山
神
に
奉
仕
し
て
い
た
宗
教
者
達

は
、
天
文
期
に
伝
播
し
た
と
推
定
で
き
る
真
宗
よ
り
も
、
そ
れ
以
後
に
伝
播
し

た
禅
宗
と
結
び
つ
き
、
近
世
を
通
じ
て
禅
宗
十
軒
と
い
わ
れ
る
集
団
を
維
持
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
上
述
の
祭
祀
組
織

・
年
中
行
事

・
墓
制
に
判
然
と
み
ら
れ

る
。

能
郷
の
場
合
は
こ
の
様
な
結
果
と
な

っ
た
が
、

「
真
宗
と
民
俗
」
の
問
題
は
、
民

俗
の
お
り
方

(民
俗
相
)
を
分
析
し
つ
つ
、
い
く
つ
も
の
事
例
を
積
み
重
ね
て
考
え

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
、
真
宗
門
徒
の
宗
教
生
活
や

「
真
宗
の
民
俗
」
が

何
で
あ
る
の
か
が
顕
ら
か
に
な

っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

能
郷
道
場
記
録
。

『
根
尾
村
史
』
五
九
〇
頁
、
『
二
十
四
輩
順
拝
図
会
』
後
巻
五

(『真
宗
史
料
集
成
』
第

八
巻
)
、
林
周
教

『岐
阜
県
真
宗
史
』
等
参
照
。

㈲

　

『真
宗
史
料
集
成
』
第
三
巻
。

尻
家
文
書
。

徳
山
村
史
』
第
三
章
所
収
。
特
に
三
九

一
~
三
九
六
頁
参
照
。

〈
付
記
▽

　

こ
の
報
告
は
、
昭
和
五
十
九
年
に
名
古
屋
音
楽
大
学
の
西
崎
専

一
氏

と
共
に
調
査
し
た
も
の
の
一
部
で
あ
る
。
同
氏
の

「
能
郷
白
山
神
社
伝
承
の
能
狂

言
調
査
報
告
」

　

(
『
名
古
屋
音
楽
大
学
研
究
紀
要
』
第
九
号
)
も
併
せ
て
参
照
さ

れ
た
い
。
霞
だ
、
調
査
に
あ
た

っ
て
専
念
寺
住
職
の
北
野
龍
雄
氏

・
保
存
会
々
長

の
羽
田
利
之
氏
に
は
大
変
お
世
話
に
な

っ
た
。
末
尾
な
が
ら
、
こ
こ
に
記
し
て
感

謝
す
る
。

　　　　　　　　　　　　　

(
一
九
八
五

・
一
〇

・
一
六
)


